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は
じ
め
に
　
 
〝
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
〟
と
い
う
概
念
を
耳
に
し
て
か
ら
、
約
二
〇
年
が
経
過
し
た
。
現
在
、
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
部
分
的
に
作
動
し
、
各
地
域
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
取
組
ま
れ
て
お
り
、
同
時
に
中
央
政
府
も
地
域
重
視
の
政
策
を
何
度
も
持
ち
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
に
お
か
れ
て
い
る
。
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
論
を
主
導
し
た
藪
野
祐
三
氏
の
政
治
学
的
観
測
は
大
筋
で
は
当
た
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
当
時
の
藪
野
氏
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
は
、
単
な
る
地
方
分
権
に
関
す
る
構
想
や
政
策
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
「
『
地
方
＝
ロ
ー
カ
ル
』
が
『
主
体
性
＝
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
』
を
も
っ
て
、
新
し
い
政
治
の
枠
組
み
を
作
ろ
う
」
、
「
新
し
い
生
活
空
間
を
創
造
し
よ
う
と
い
う
」
運
動
を
指
し
て
い
た１
。
こ
の
よ
う
な
運
動
の
興
隆
が
予
測
さ
れ
た
の
は
、
国
家
が
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
相
互
理
解
や
信
頼
醸
成
に
つ
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
せ
な
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
現
時
点
で
い
か
え
れ
ば
、
市
場
原
理
主
義
、
あ
る
い
は
「
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
の
浸
透
の
中
で
、
各
個
人
が
か
わ
る
社
会
的
結
合
は
ま
す
ま
す
破
壊
さ
れ
、
統
治
者
に
す
れ
ば
、
排
外
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
国
民
統
合
の
点
か
ら
み
て
、
実
に
有
効
な
政
治
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る２
。
実
際
に
中
央
政
府
で
は
、
国
際
関
係
に
お
い
て
対
立
構
図
を
明
確
に
す
る
言
動
や
、
軍
事
的
対
抗
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
「
負
の
遺
産
」藤
村
一
郎
―
三
井
三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
碑
建
立
に
関
す
る
一
考
察
―
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を
示
す
政
策
ば
か
り
が
目
立
ち
、
そ
の
影
響
は
二
〇
一
年
頃
に
学
術
的
な
国
際
交
流
に
ま
で
お
よ
び
、
い
く
つ
か
の
交
流
事
業
が
延
期
も
し
く
は
中
止
さ
れ
る
事
態
を
招
い
た３
。
こ
の
手
法
は
、
日
本
だ
け
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
政
府
と
外
国
政
府
と
の
相
互
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
派
手
に
な
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
衝
突
は
ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
中
央
政
府
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
地
域
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
異
論
が
出
て
く
る
。
そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
国
家
を
媒
介
せ
ず
、
地
域
や
自
治
体
に
活
動
の
拠
点
を
お
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
個
人
が
創
り
だ
す
思
想
や
運
動
に
端
を
発
し
て
い
る
。
い
わ
ば
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
で
あ
る４
。
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
は
た
ん
に
反
対
の
声
を
あ
げ
る
だ
け
で
な
く
、
結
果
的
に
国
際
関
係
に
お
い
て
国
家
が
果
た
せ
な
い
役
割
を
代
替
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
ま
で
負
担
し
つ
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
同
時
に
、
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
は
国
家
財
政
の
悪
化
に
と
も
な
う
地
域
の
「
自
活
化
」
に
む
け
て
い
っ
そ
う
の
活
動
の
積
極
化
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
認
識
の
も
と
で
、
小
論
で
は
、
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
萌
芽
の
ケ
ー
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
福
岡
県
大
牟
田
市
宮
浦
坑
跡
に
あ
る
三
井
三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
碑
建
立
の
経
緯
を
と
り
あ
げ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
と
し
た
調
査
を
も
と
に
、
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
原
動
力
の
ひ
と
つ
を
探
求
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る５
。
１　
三
井
三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
碑
に
つ
い
て
　
三
井
三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
碑
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
三
井
三
池
炭
鉱
に
強
制
連
行
さ
れ
死
亡
し
た
中
国
人
を
追
悼
す
る
た
め
に
、
大
牟
田
市
宮
浦
坑
跡
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
中
戦
争
下
に
お
い
て
労
働
力
を
補
て
ん
す
る
た
め
、
一
九
三
九
年
の
国
家
総
動
員
法
に
基
づ
き
だ
さ
れ
た
国
民
徴
用
令
に
よ
っ
て
、
一
九
四
一
年
よ
り
朝
鮮
人
の
坑
内
使
役
が
は
じ
ま
り
、
一
九
四
三
年
よ
り
中
国
人
の
使
役
も
開
始
さ
れ
た
。
従
来
の
研
究
に
も
あ
る
よ
う
に
朝
鮮
人
・
中
国
人
労
務
者
の
労
働
や
生
活
な
ど
の
待
遇
は
劣
悪
な
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も
の
で
あ
っ
た６
。
三
井
三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
碑
の
建
立
は
、
二
〇
九
年
一
二
月
一
八
日
に
、
日
中
友
好
協
会
福
岡
県
連
合
会
、
同
熊
本
支
部
、
同
大
牟
田
支
部
が
共
同
で
慰
霊
碑
建
立
を
大
牟
田
市
へ
公
式
に
申
し
入
れ
、
二
〇
一
三
年
六
月
一
〇
日
に
は
、
日
中
友
好
協
会
福
岡
県
連
、
同
熊
本
支
部
、
同
大
牟
田
支
部
と
大
牟
田
市
と
の
間
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
確
認
書
が
交
わ
さ
れ
た
。
第
一
に
、
日
中
友
好
協
会
が
慰
霊
碑
を
建
立
し
、
慰
霊
祭
を
行
う
。
第
二
に
大
牟
田
市
は
碑
の
用
地
を
無
償
貸
与
す
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
同
年
六
月
中
に
着
工
し
、
八
月
四
日
に
除
幕
式
を
行
っ
た
。
か
つ
て
三
池
炭
鉱
で
は
全
体
で
二
、
四
八
一
名
の
中
国
人
が
連
行
さ
れ
、
六
三
五
人
が
死
亡
し
た
。
そ
の
う
ち
宮
浦
坑
で
は
、
五
七
四
人
が
連
行
さ
れ
、
四
名
が
死
亡
し
て
い
る
（
田
坑
（
万
田
坑
）
・
四
山
坑
に
は
一
、
九
〇
七
名
が
連
行
さ
れ
、
五
九
一
名
が
死
亡
し
た
）７
。
二
〇
一
三
年
八
月
の
除
幕
式
に
は
、
の
ち
に
論
じ
る
矢
田
正
剛
氏
を
司
会
と
し
、
中
国
人
強
制
連
行
強
制
労
働
福
岡
訴
訟
原
告
団
長
の
雀
書
進
氏
（
故
人
）
、
原
告
の
ご
子
息
謝
民
氏
、
中
国
人
弁
護
士
の
康
健
氏
、
中
国
駐
福
岡
総
領
事
館
の
白
涛
領
事
、
大
牟
田
市
関
係
者
、
日
中
友
好
協
会
員
ら
を
含
む
一
〇
人
を
超
え
る
人
々
が
参
加
し
た
。
　
二
〇
一
三
年
に
建
立
さ
れ
た
三
井
三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
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碑
の
碑
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
碑
文
に
は
中
国
語
版
も
記
さ
れ
て
い
る８
。
　
 
「
悲
し
み
は 
国
境
を
越
え 
こ
に
眠
る
／
去
る
世
界
大
戦
の
末
期
に
お
い
て
、
日
本
政
府
は
国
内
の
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
に
、
当
時
侵
攻
し
て
い
た
中
国
大
陸
で 
中
国
人
捕
虜
や
住
民
な
ど
を
強
制
的
に
連
行
し
ま
し
た
。
中
国
人
約
四
万
人
が
強
制
連
行
さ
れ
、
炭
坑
、
港
湾
や
土
木
作
業
に
従
事
さ
せ
ら
れ
、
過
酷
な
労
働
や
事
故
、
病
気
等
に
よ
っ
て
約
七
千
人
が
無
念
の
死
を
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
／
三
井
三
池
炭
鉱
に
も
田
坑
や
四
山
坑
、
宮
浦
坑
な
ど
に
二
、
四
八
一
名
が
連
行
さ
れ
、
六
三
五
名
が
尊
い
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
船
中
死
亡
九
五
名
は
水
葬
さ
れ
ま
し
た
。
／
こ
の
三
井
三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
で
は
、
五
七
四
名
が
連
行
さ
れ
、
強
制
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
四
名
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
／
生
き
て
母
国
へ
帰
還
で
き
な
か
っ
た
無
念
の
思
い
を
考
え
る
時
、
戦
争
に
よ
る
強
制
連
行
・
強
制
労
働
は
人
間
と
し
て
許
さ
れ
な
い
罪
悪
で
あ
り
ま
す
。
／
私
た
ち
は
今
こ
そ
中
国
人
殉
難
者
に
心
か
ら
謝
罪
し
、
こ
の
過
ち
を
繰
返
さ
な
い
為
に
、
あ
な
た
方
の
み
霊
の
前
に
永
久
不
戦
、
恒
久
平
和
の
誓
い
と
日
本
と
中
国
の
友
好
を
進
め
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
に
「
三
井
三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
碑
」
を
建
立
い
た
し
ま
す
。
／
二
〇
一
三
年
七
月
七
日
」
　
炭
鉱
史
研
究
で
知
ら
れ
る
故
武
松
輝
男
の
丹
念
な
調
査
研
究
に
よ
っ
て
、
中
国
人
労
務
者
の
犠
牲
者
の
数
が
明
ら
か
と
な
り
、
上
記
碑
文
で
は
犠
牲
者
数
を
明
記
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た９
。
そ
も
そ
も
、
戦
時
下
の
三
池
炭
鉱
に
お
け
る
中
国
人
の
強
制
連
行
・
強
制
労
働
の
不
法
行
為
に
つ
い
て
は
司
法
に
お
い
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
九
年
三
月
、
福
岡
高
等
裁
判
所
は
、
地
裁
判
決
に
引
き
続
い
て
、
国
が
中
国
人
労
働
者
移
入
政
策
を
実
施
し
、
原
告
ら
の
意
思
に
反
し
て
拘
束
し
日
本
に
強
制
連
行
し
、
事
業
場
の
経
営
を
支
配
し
、
中
国
人
被
害
者
の
監
視
に
当
た
る
な
ど
強
制
労
働
に
加
担
し
た
も
の
で
、
そ
の
行
為
は
不
法
行
為
に
当
た
る
と
認
定
し
た
。
ま
た
、
関
係
し
た
企
業
に
つ
い
て
も
、
中
国
人
が
そ
の
意
思
に
反
し
て
日
本
に
輸
送
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
う
る
状
況
に
あ
り
な
が
ら
、
中
国
に
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お
い
て
中
国
人
被
害
者
の
引
き
渡
し
を
受
け
て
そ
の
輸
送
を
行
い
、
各
鉱
業
所
に
お
い
て
直
接
強
制
労
働
さ
せ
た
も
の
で
、
こ
の
行
為
は
不
法
行
為
に
当
た
る
と
認
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
三
井
三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
碑
は
、
日
本
の
司
法
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
事
実
を
ふ
ま
え
て
建
立
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
２　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
に
つ
い
て
　
本
稿
で
取
り
扱
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
対
象
者
は
、
先
に
も
三
井
三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
碑
の
除
幕
式
で
あ
げ
た
矢
田
氏
で
あ
る
。
矢
田
正
剛
（
や
だ 
せ
い
ご
う
）
氏
は
、
一
九
三
九
年
生
ま
れ
熊
本
県
出
身
で
、
一
九
五
七
年
三
月
に
三
井
三
池
鉱
山
学
校
電
気
科
を
卒
業
し
、
同
年
同
月
よ
り
三
井
三
池
鉱
業
所
宮
浦
鉱
に
入
社
し
、
坑
内
電
気
工
と
し
て
働
い
た
炭
鉱
マ
ン
で
あ
っ
た10
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
六
〇
年
の
三
池
闘
争
で
解
雇
さ
れ
た
経
歴
を
も
つ11
。
そ
の
後
も
三
池
闘
争
に
か
わ
る
運
動
に
参
加
し
、
や
が
て
一
九
七
五
年
に
日
中
友
好
協
会
に
入
会
し
、
現
在
（
二
〇
一
四
年
）
は
同
会
大
牟
田
支
部
事
務
局
長
を
つ
と
め
て
い
る
。
　
矢
田
氏
が
三
井
三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
碑
の
建
立
事
業
に
着
手
し
た
の
は
、
「
学
校
教
員
を
退
職
さ
れ
た
人
」
か
ら
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
　
 
「
『
矢
田
君
、
あ
ん
た
中
国
の
こ
と
を
や
る
な
ら
、
是
非
見
と
か
に
ゃ
い
か
ん
と
が
あ
る
ば
い
』
っ
て
い
う
て
ね
。
私
を
小
岱
山
〔
し
ょ
う
た
い
さ
ん
〕
に
連
れ
っ
て
い
っ
た
で
す
た
い
。
」12
　
大
牟
田
市
近
郊
に
あ
る
小
岱
山
に
登
っ
た
の
は
二
〇
五
年
ご
ろ
だ
と
い
う
。
小
岱
山
に
は
、
「
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
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塔
」
が
建
っ
て
い
る
。
矢
田
氏
は
、
小
岱
山
の
「
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
塔
」
を
直
接
見
る
ま
で
は
、
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
「
学
校
教
員
を
退
職
さ
れ
た
人
」
は
小
岱
山
の
「
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
塔
」
と
は
、
大
牟
田
の
住
民
に
よ
る
平
和
へ
の
意
思
の
「
動
か
ぬ
証
拠
」
だ
と
語
っ
た13
。
矢
田
氏
は
そ
の
立
派
さ
に
驚
く
と
も
に
、
よ
り
人
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
立
て
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
た
と
い
う
。
３　
小
岱
山
の
「
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
塔
」
　
 
「
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
塔
」
は
、
大
牟
田
市
民
か
ら
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
の
場
と
し
て
愛
さ
れ
る
小
岱
山
の
中
腹
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
小
岱
山
の
「
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
塔
」
は
、
熊
本
県
荒
尾
市
で
食
堂
を
経
営
す
る
深
浦
隆
二
氏
を
中
心
と
し
て
一
九
八
三
年
に
完
成
し
た
。
深
浦
氏
も
矢
田
氏
の
先
輩
に
あ
た
り
、
一
九
三
四
年
よ
り
一
九
六
二
年
に
退
職
す
る
ま
で
、
三
井
三
池
三
川
坑
で
職
員
と
し
て
勤
務
し
た
炭
鉱
マ
ン
で
あ
っ
た
。
一
九
八
二
年
九
月
二
一
日
の
『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
に
は
次
の
よ
う
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
　
 
「
坑
内
で
は
厳
し
い
ノ
ル
マ
と
日
本
人
指
導
員
に
よ
る
虐
待
。
宿
舎
は
鉄
条
網
で
囲
ん
だ
急
造
の
バ
ラ
ッ
ク
。
満
足
な
食
事
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
中
国
人
労
働
者
た
ち
の
状
況
は
悲
惨
だ
っ
た
と
い
う
。
当
時
、
同
じ
三
池
炭
鉱
の
坑
内
で
働
い
て
い
た
日
本
人
鉱
員
の
一
人
は
、『
か
わ
い
そ
う
じ
ゃ
っ
た
。
わ
し
ら
で
す
ら
食
う
気
に
は
な
ら
な
か
っ
た
米
ぬ
か
だ
ん
ご
に
、
喜
ん
で
飛
び
つ
い
て
い
た
。
食
糧
は
麦
に
大
豆
や
コ
ー
リ
ャ
ン
を
混
ぜ
た
主
食
が
少
々
。
お
か
ず
は
た
く
あ
ん
の
切
れ
っ
ぱ
し
ば
か
り
。
日
本
人
労
働
者
の
中
に
も
悪
い
の
が
い
て
、
坑
内
で
食
べ
た
ミ
カ
ン
の
皮
に
小
便
を
か
け
て
捨
て
る
。
す
る
と
中
国
人
は
そ
れ
を
争
っ
て
拾
っ
て
食
べ
て
い
た
』
。
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深
浦
さ
ん
も
通
勤
途
中
、
中
国
人
労
働
者
が
道
に
落
ち
て
い
る
食
べ
ら
れ
そ
う
な
も
の
を
わ
れ
勝
ち
に
拾
っ
て
食
べ
る
光
景
を
何
度
か
目
撃
し
て
、
『
あ
わ
れ
だ
な
あ
』
と
思
っ
た
と
い
う
。
」14
　
矢
田
氏
の
先
輩
に
あ
た
る
深
浦
氏
は
、
三
池
炭
鉱
に
お
け
る
中
国
人
の
労
働
と
生
活
が
い
か
に
苛
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
じ
く
『
朝
日
新
聞
』
は
、
深
浦
氏
が
中
国
人
慰
霊
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
し
て
次
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
と
記
録
し
て
い
る
。
　
 
「
昭
和
一
九
年
五
月
一
六
日
に
三
川
鉱
で
発
生
し
た
坑
内
火
災
で
、
採
炭
現
場
に
い
た
中
国
人
労
働
者
三
七
人
と
日
本
人
労
働
者
一
人
が
死
亡
し
た
事
故
だ
っ
た
。
火
災
の
煙
と
熱
、
一
酸
化
炭
素
は
、
坑
道
で
つ
な
が
っ
て
い
た
隣
の
田
鉱
第
三
上
層
第
一
卸
左
三
片
の
中
国
人
労
働
者
の
採
炭
現
場
に
流
れ
込
み
、
現
場
が
袋
小
路
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
全
員
が
約
四
〇
分
後
に
中
毒
死
し
た
。
／
救
護
隊
員
と
し
て
現
場
に
駆
け
つ
け
た
深
浦
さ
ん
が
見
た
の
は
、
五
人
、
三
人
と
抱
き
合
っ
て
、
み
ん
な
口
か
ら
血
を
流
し
て
死
ん
で
い
る
光
景
だ
っ
た
。
『
中
国
人
労
働
者
は
み
ん
な
、
ツ
ル
ハ
シ
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
自
分
の
工
具
を
握
り
し
め
て
い
た
。
普
段
か
ら
、
工
具
は
命
よ
り
大
切
だ
、
と
教
え
込
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
』。
日
本
人
労
働
者
の
遺
体
は
担
架
で
一
人
ず
つ
運
び
出
さ
れ
た
が
、
中
国
人
労
働
者
は
石
炭
運
搬
車
に
数
体
ず
つ
投
げ
込
ま
れ
、
坑
口
に
運
ば
れ
て
い
っ
た
。
深
浦
さ
ん
は
『
せ
め
て
炭
車
の
床
に
ア
ン
ベ
ラ
で
も
』
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
時
、
一
人
の
救
護
隊
員
が
、
遺
体
を
炭
車
に
入
れ
な
が
ら
、『
許
し
て
く
れ
、
許
し
て
く
れ
』
と
口
走
り
、
片
手
で
遺
体
を
拝
む
姿
を
目
撃
し
た
。
『
戦
後
、
私
が
慰
霊
塔
建
立
に
執
念
を
燃
や
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
時
の
光
景
が
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
離
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
』
。
」15
　
救
護
隊
員
の
『
許
し
て
く
れ
、
許
し
て
く
れ
』
と
の
言
葉
に
は
、
同
じ
人
間
が
、
人
間
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
こ
と
へ
の
抵
抗
感
と
、
し
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か
も
自
己
が
非
人
間
的
行
為
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
と
の
贖
罪
意
識
が
滲
み
出
て
い
る
。
こ
の
時
の
光
景
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
深
浦
氏
は
、
そ
の
後
「
『
慰
霊
も
し
な
い
で
何
が
親
善
だ
』
と
い
う
思
い
」
を
胸
に
、
荒
尾
市
や
近
隣
の
町
長
、
議
員
、
各
地
の
華
僑
連
合
会
な
ど
の
協
力
者
を
得
て
、
一
九
八
三
年
に
小
岱
山
の
「
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
塔
」
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る16
。
　
小
岱
山
の
「
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
塔
」
に
は
次
の
よ
う
に
碑
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
 
「
悲
し
み
は
国
境
を
越
え
て
／
こ
に
眠
る
／
中
国
人
殉
難
者
五
六
四
柱
の
御
霊
は
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
三
池
炭
鉱
で
強
制
労
働
に
就
役
せ
し
め
ら
れ
た
犠
牲
者
で
あ
り
ま
す
。
当
時
『
兎
狩
り
作
戦
』
と
称
し
た
こ
の
事
件
は
そ
の
名
の
如
く
無
辜
の
住
民
、
無
力
な
非
戦
闘
員
を
ま
る
で
兎
を
狩
る
が
如
く
強
制
連
行
し
た
非
人
道
的
な
事
件
で
し
た
。
彼
ら
は
生
木
を
裂
か
れ
る
思
い
で
肉
親
た
ち
と
別
れ
て
来
ま
し
た
。
併
も
虐
待
、
拷
問
、
事
故
等
に
よ
っ
て
現
場
で
惨
死
し
た
五
六
四
名
の
生
き
て
母
国
へ
帰
還
で
き
な
か
っ
た
無
念
の
思
い
は
ま
さ
に
断
腸
の
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
と
、
同
情
の
泪
を
禁
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
戦
争
の
名
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
件
の
加
害
者
と
な
っ
た
こ
と
を
反
省
せ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
も
一
度
犯
し
た
過
ち
は
取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。
あ
な
た
方
の
痛
恨
極
ま
り
な
い
お
悲
し
み
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
は
な
す
術
を
知
り
ま
せ
ん
。
唯
泪
す
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
人
間
の
国
境
に
悲
し
み
は
な
い
と
い
う
の
に
、
国
境
が
人
間
を
悲
し
み
の
淵
に
突
き
落
と
研究ノート
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す
と
は
、
何
た
る
不
条
理
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
今
こ
そ
過
去
の
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
あ
な
た
方
の
御
霊
の
前
に
永
久
不
戦
の
誓
い
を
捧
げ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
／
御
霊
よ
、
も
っ
て
照
鑑
垂
れ
給
わ
ん
こ
と
を
。
合
掌
。
／
昭
和
五
八
年
一
二
月
一
八
日
」
　
矢
田
氏
ら
日
中
友
好
協
会
大
牟
田
支
部
理
事
メ
ン
バ
ー
は
、
小
岱
山
の
「
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
塔
」
の
存
在
に
大
き
く
影
響
さ
れ
つ
、
福
岡
高
裁
で
認
定
さ
れ
た
事
実
な
ど
を
踏
ま
え
、
か
つ
て
戦
時
中
に
中
国
人
の
犠
牲
者
が
出
し
、
矢
田
氏
自
ら
も
労
働
し
た
宮
浦
坑
に
「
慰
霊
碑
」
を
立
て
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
と
い
う
の
も
、
小
岱
山
の
「
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
塔
」
は
、
ま
っ
た
く
個
人
の
土
地
に
、
個
人
的
な
趣
旨
で
作
ら
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
一
般
地
図
や
観
光
用
地
図
で
の
記
載
は
な
く
、
外
国
人
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
三
池
炭
鉱
の
歴
史
を
学
ぼ
う
と
日
本
人
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
も
、
山
の
中
腹
と
い
う
立
地
の
問
題
や
、
位
置
情
報
が
容
易
に
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
な
か
な
か
慰
霊
塔
に
辿
り
つ
け
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た17
。
矢
田
氏
が
宮
浦
坑
に
新
た
に
建
設
し
よ
う
と
考
え
た
の
は
、
司
法
に
よ
る
い
ち
お
う
の
決
着
が
つ
い
た
こ
と
に
く
わ
え
、
上
記
の
よ
う
な
立
地
の
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
小
岱
山
の
「
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
塔
」
の
碑
文
冒
頭
に
あ
る
「
悲
し
み
は
国
境
を
越
え
て
」
と
い
う
一
節
は
、
宮
浦
坑
に
完
成
し
た
三
井
三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
碑
の
碑
文
冒
頭
の
「
悲
し
み
は　
国
境
を
越
え　
こ
に
眠
る
」
と
い
う
一
節
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。
矢
田
氏
は
、
宮
浦
坑
に
勤
務
し
て
い
た
当
時
、
先
輩
炭
鉱
マ
ン
か
ら
戦
時
中
の
中
国
人
労
務
者
へ
の
待
遇
の
悪
さ
を
聞
か
さ
れ
て
お
り
、
深
浦
氏
の
企
図
を
す
ぐ
に
理
解
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
深
浦
氏
と
矢
田
氏
と
の
共
振
に
つ
い
て
は
の
ち
に
論
じ
る
。
　
こ
う
し
て
矢
田
氏
は
、
同
志
と
も
に
三
井
三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
碑
の
建
立
を
目
指
し
て
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。
資
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金
は
カ
ン
パ
で
あ
り
、
費
用
は
約
三
五
〇
万
円
だ
っ
た
と
い
う
。
上
述
の
よ
う
に
、
二
〇
九
年
一
二
月
に
大
牟
田
市
へ
公
式
に
申
し
入
れ
、
二
〇
一
三
年
六
月
一
〇
日
に
は
、
慰
霊
碑
建
立
の
確
認
書
が
交
わ
さ
れ
た18
。
慰
霊
碑
用
地
は
、
宮
浦
石
炭
記
念
公
園
内
で
あ
り
、
地
域
行
政
は
市
有
地
よ
り
用
地
を
提
供
す
る
と
い
う
形
で
協
力
姿
勢
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
矢
田
氏
ら
は
地
域
行
政
の
協
力
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
世
界
的
に
近
代
産
業
遺
産
ブ
ー
ム
が
お
こ
っ
て
お
り
、
世
界
遺
産
へ
の
登
録
推
進
運
動
が
大
牟
田
・
荒
尾
地
域
に
も
存
在
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
で
の
慰
霊
碑
建
立
で
は
、
碑
文
の
文
言
が
問
題
と
な
っ
た
。
矢
田
氏
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
次
の
よ
う
に
い
う
。
　
 
「
行
政
と
の
関
係
で
一
番
苦
労
し
た
の
が
、
碑
文
、
で
す
ね
え
。
」19
　
矢
田
氏
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
大
牟
田
市
と
の
碑
文
の
修
正
に
つ
い
て
六
回
ほ
ど
や
り
取
り
を
行
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
特
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
先
に
あ
げ
た
小
岱
山
の
「
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
塔
」
の
碑
文
に
存
す
る
「
兎
狩
り
作
戦
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
矢
田
氏
に
よ
れ
ば
、
行
政
側
は
強
制
連
行
の
具
体
的
な
方
法
を
意
味
す
る
「
兎
狩
り
作
戦
」
に
つ
い
て
「
学
術
用
語
と
し
て
定
着
は
し
て
い
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
碑
文
か
ら
の
削
除
を
求
め
た20
。
矢
田
氏
ら
は
、
三
池
炭
鉱
で
の
「
強
制
連
行
・
強
制
労
働
」
と
明
記
さ
れ
た
慰
霊
碑
を
、
行
政
と
の
協
力
で
建
立
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
重
視
し
た
。
小
岱
山
の
「
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
塔
」
が
公
的
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
被
っ
た
損
失
が
念
頭
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
地
域
行
政
が
、
戦
時
下
で
の
加
害
責
任
を
認
め
る
事
業
に
協
力
す
る
こ
と
は
、
少
な
か
ら
ず
反
発
を
招
く
。
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４　
慰
霊
碑
を
め
ぐ
る
論
争
―
負
の
遺
産
、
克
服
、
地
域
行
政
―
　
地
域
行
政
の
協
力
に
反
対
す
る
声
も
当
然
出
始
め
る
。
二
〇
一
三
年
七
月
一
日
の
『
有
明
新
報
』
「
声
の
ひ
ろ
ば
」
に
は
「
宮
浦
石
炭
記
念
公
園
中
国
人
慰
霊
碑
文
へ
の
懸
念
」
と
題
さ
れ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
。
筆
者
の
森
保
憲
氏
は
、
「
中
国
人
労
働
者
が
戦
時
下
に
異
境
の
地
日
本
で
苦
労
の
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
を
慰
霊
す
る
の
は
『
友
好
と
平
和
の
礎
』
と
し
て
大
切
な
事
で
あ
る
。
」
と
慰
霊
碑
建
設
に
一
定
の
理
解
を
示
し
つ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
る
。
　
 
「
大
変
驚
い
た
こ
と
に
、
歴
史
的
に
も
事
実
か
ど
う
か
が
証
明
さ
れ
て
い
な
い
は
ず
の
『
強
制
連
行
』
と
い
う
言
葉
が
あ
た
か
も
事
実
だ
っ
た
か
の
よ
う
に
繰
り
返
し
断
定
さ
れ
、
謝
罪
と
決
意
を
誓
う
文
に
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
日
本
が
国
際
法
を
無
視
し
た
悪
逆
非
道
の
国
だ
っ
た
か
の
ご
と
く
。
」21
　
こ
れ
に
対
し
、
同
紙
に
は
同
年
七
月
六
日
に
稲
村
晴
夫
氏
の
筆
に
よ
る
「
中
国
人
の
強
制
連
行
・
強
制
労
働
は
事
実
」
と
出
さ
れ
た
反
論
が
掲
載
さ
れ
る22
。
　
稲
村
氏
は
、
小
論
で
も
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
福
岡
訴
訟
に
お
い
て
、
強
制
連
行
・
強
制
労
働
の
事
実
は
司
法
権
力
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
や
、
外
務
省
の
「
華
人
労
務
者
就
労
事
情
調
査
報
告
書
」
や
三
井
鉱
山
に
よ
る
「
事
業
場
報
告
書
」
な
ど
の
資
料
を
列
挙
し
、
「
強
制
連
行
」
の
歴
史
的
事
実
を
論
証
し
た23
。
　
地
域
の
有
力
紙
『
有
明
新
報
』
で
な
さ
れ
た
以
上
の
よ
う
な
議
論
は
、
大
牟
田
市
民
の
二
つ
の
立
場
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
負
の
遺
産
」
を
可
能
な
か
ぎ
り
近
代
産
業
遺
産
項
目
か
ら
外
し
た
い
と
い
う
立
場
と
、
「
負
の
遺
産
」
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
ローカル・イニシアティブと「負の遺産」 ―三井三池炭鉱宮浦坑中国人殉難者慰霊碑建立に関する一考察― （藤村）
64
立
場
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
前
者
に
は
い
ま
ひ
と
つ
の
含
意
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
相
手
国
の
出
方
を
問
題
に
し
、
「
一
方
的
に
自
国
を
断
罪
す
る
形
」
を
否
定
す
る
こ
と
で
、
日
本
が
「
悪
逆
非
道
の
国
」
な
ど
で
は
な
か
っ
た
と
強
弁
し
よ
う
と
す
る
、
敗
戦
か
ら
息
を
潜
め
て
存
続
し
二
一
世
紀
初
頭
に
力
を
得
た
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
　
さ
て
『
有
明
新
報
』
で
の
論
争
の
直
後
、
二
〇
一
三
年
七
月
二
三
日
に
、
大
牟
田
市
監
査
委
員
へ
住
民
監
査
請
求
が
提
出
さ
れ
た
。
請
求
内
容
は
、
第
一
に
三
井
三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
碑
の
建
設
差
し
止
め
を
要
求
し
、
第
二
に
設
置
用
地
と
し
て
宮
浦
石
炭
公
園
内
市
有
地
貸
与
の
取
り
消
し
を
求
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
要
は
「
強
制
連
行
」
の
文
言
が
碑
文
に
入
る
こ
と
は
「
不
当
不
法
で
あ
り
」
、
し
た
が
っ
て
地
域
行
政
に
よ
る
市
有
地
へ
の
碑
文
の
設
置
行
為
と
、
土
地
の
無
償
貸
与
を
問
題
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た24
。
　
こ
れ
に
対
し
、
大
牟
田
市
監
査
委
員
は
、
同
年
八
月
二
三
日
に
次
の
よ
う
に
監
査
結
果
を
提
出
し
て
い
る
。
結
論
か
ら
い
え
ば
請
求
は
却
下
で
あ
っ
た
。
理
由
は
第
一
に
、
大
牟
田
市
は
延
命
公
園
の
三
川
坑
大
災
害
殉
職
者
慰
霊
碑
や
甘
木
山
公
園
の
徴
用
犠
牲
者
慰
霊
碑
の
た
め
に
、
従
来
よ
り
公
共
用
地
に
よ
る
貸
与
で
協
力
し
て
き
た
。
本
慰
霊
碑
に
つ
い
て
も
「
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
」
、
同
様
に
対
応
し
た
と
の
認
識
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
二
に
、
二
〇
九
年
に
「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
二
〇
一
二
年
に
策
定
さ
れ
た
『
大
牟
田
市
近
代
化
産
業
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
』
よ
り
引
用
し
、
「
光
の
部
分
だ
け
で
な
く
」
「
三
池
炭
鉱
発
展
の
歴
史
の
影
に
あ
る
囚
人
労
働
、
三
池
争
議
、
三
川
坑
炭
じ
ん
爆
発
な
ど
の
苦
難
の
過
去
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
次
代
に
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
の
ほ
か
「
公
園
施
設
の
設
置
許
可
」
や
「
使
用
料
の
減
免
」
な
ど
の
点
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
が
、
要
す
る
に
慰
霊
碑
建
設
は
大
牟
田
市
以
外
の
二
団
体
に
よ
る
も
の
で
住
民
監
査
の
対
象
と
な
り
え
ず
、
ま
た
慰
霊
碑
の
設
置
は
上
述
の
「
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
市
に
損
害
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
判
断
で
、
監
査
請
求
は
却
下
お
よ
び
棄
却
さ
れ
た
の
で
あ
る25
。
大
牟
田
市
は
「
大
牟
田
市
近
代
化
産
業
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
が
念
頭
に
置
い
た
ユ
ネ
ス
コ
そ
の
他
の
国
際
的
視
線
を
意
識
し
、
「
負
の
遺
産
」
に
蓋
研究ノート
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を
す
る
立
場
を
と
ら
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
５　
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
原
動
力
と
「
負
の
遺
産
」
　
中
国
人
・
朝
鮮
人
の
強
制
連
行
・
強
制
労
働
の
歴
史
は
、
一
部
に
お
い
て
「
負
の
遺
産
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
「
恥
部
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
「
負
の
遺
産
」
を
わ
ざ
わ
ざ
人
前
に
さ
ら
す
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
論
理
は
、
日
本
近
現
代
史
に
つ
き
ま
と
う
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
短
期
的
か
つ
狭
隘
な
議
論
で
あ
ろ
う
。
　
短
期
的
に
は
、
地
域
が
主
体
的
に
か
つ
て
の
戦
時
下
に
お
け
る
加
害
責
任
を
認
め
、
慰
霊
の
意
を
示
す
こ
と
は
、
自
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
る
こ
と
に
懸
命
な
外
国
政
府
に
対
し
て
は
、
大
き
な
意
味
を
な
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
か
の
地
で
教
育
や
歴
史
研
究
、
あ
る
い
は
報
道
の
自
由
は
完
全
に
は
保
障
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
地
域
に
お
け
る
「
負
の
遺
産
」
を
克
服
し
よ
う
と
の
試
み
は
、
長
期
的
に
は
財
産
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
近
現
代
の
歴
史
に
照
ら
し
て
み
て
も
、
東
ア
ジ
ア
で
連
続
し
て
起
こ
っ
た
民
主
化
運
動
は
、
一
時
的
に
潰
さ
れ
よ
う
と
も
、
復
活
し
政
治
的
あ
る
い
は
精
神
的
自
由
を
求
め
続
け
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
九
州
内
に
お
け
る
公
害
の
「
克
服
」
を
例
に
と
れ
ば
理
解
で
き
よ
う
。
公
害
を
「
克
服
」
し
た
力
は
、
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
に
対
し
て
、
大
き
な
文
化
的
魅
力
を
放
ち
続
け
て
い
る
。
　
た
と
え
ば
、
北
九
州
市
が
、
か
つ
て
日
本
の
代
表
的
な
公
害
の
街
で
あ
っ
た
こ
と
に
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
北
九
州
市
は
、
そ
の
後
の
公
害
対
策
で
の
取
り
組
み
を
評
価
さ
れ
、
一
九
〇
年
に
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
よ
り
「
グ
ロ
ー
バ
ル
500
」
を
受
賞
し
、
さ
ら
に
一
九
二
年
に
は
国
連
環
境
開
発
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
）
に
よ
っ
て
「
国
連
自
治
体
賞
」
を
受
賞
し
、
二
〇
〇
年
に
は
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
主
催
の
「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
閣
僚
会
議
」
に
お
い
て
「
ク
リ
ー
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ン
な
環
境
の
た
め
の
北
九
州
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
と
し
て
モ
デ
ル
と
位
置
付
け
ら
れ
、
同
年
の
「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界
首
脳
会
議
」
（
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
）
に
お
い
て
政
府
間
の
合
意
文
書
で
あ
る
「
実
施
計
画
」
に
「
北
九
州
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
が
明
記
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
国
連
大
学
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
に
お
い
て
も
「
持
続
可
能
な
グ
リ
ー
ン
成
長
都
市
」
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る26
。
北
九
州
市
は
、「
負
の
遺
産
」
を
克
服
す
る
な
か
で
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
世
界
的
に
評
価
さ
れ
る
代
表
的
な
都
市
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
国
際
的
に
評
価
さ
れ
た
点
は
環
境
対
策
に
か
わ
る
技
術
や
政
策
な
ど
も
含
ま
れ
よ
う
が
、
公
害
問
題
に
取
り
組
む
北
九
州
市
民
の
思
想
、
理
論
、
運
動
、
組
織
で
あ
り
、
一
言
に
す
れ
ば
、
世
界
は
環
境
保
全
に
対
す
る
北
九
州
市
独
自
の
ロ
ー
カ
ル
文
化
に
魅
了
さ
れ
た
、
と
い
え
よ
う
。
二
一
世
紀
に
お
い
て
も
、
北
九
州
市
は
急
速
に
経
済
成
長
を
続
け
る
ア
ジ
ア
よ
り
熱
い
ま
な
ざ
し
を
集
め
続
け
て
い
る
。
　
三
井
三
池
炭
鉱
に
お
け
る
戦
時
中
の
中
国
人
強
制
連
行
・
強
制
労
働
と
い
う
「
負
の
遺
産
」
も
、
そ
の
後
の
人
々
が
、
三
池
炭
鉱
の
歴
史
に
つ
い
て
未
来
を
見
据
え
つ
、
い
か
に
受
け
止
め
、
ど
の
よ
う
に
処
遇
す
る
か
に
か
っ
て
い
る
。
隠
ぺ
い
し
続
け
て
「
負
の
遺
産
」
を
文
字
通
り
の
負
の
遺
産
に
し
て
し
ま
う
の
か
、
そ
れ
を
ア
ジ
ア
へ
開
か
れ
た
地
域
の
魅
力
に
変
え
ら
れ
る
の
か
は
、
扱
い
方
や
取
組
み
次
第
で
あ
ろ
う
。
　
三
井
三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
碑
の
建
立
に
お
け
る
主
力
は
、
発
意
か
ら
除
幕
式
に
い
た
る
ま
で
常
に
矢
田
正
剛
氏
に
あ
っ
た
。
で
は
矢
田
氏
の
原
動
力
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
　
 
「
〔
炭
鉱
マ
ン
と
し
て
働
い
て
い
た
当
時
〕
私
た
ち
が
こ
な
ぃ
き
つ
い
目
に
あ
う
の
は
、
私
た
ち
が
で
す
ね
、
坑
内
労
働
で
ひ
じ
ょ
う
に
、
一
般
の
労
働
か
ら
見
る
と
、
話
に
な
ら
ん
よ
う
な
き
つ
い
目
に
合
う
の
は
、
三
池
炭
鉱
で
中
国
人
や
ら
連
合
軍
捕
虜
や
ら
が
無
茶
な
使
い
方
さ
れ
た
と
、
そ
の
労
働
の
や
り
方
を
受
け
継
い
ど
る
か
ら
、
我
々
が
こ
う
い
う
苦
し
い
目
に
合
う
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
研究ノート
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よ
ね
。
だ
か
ら
我
々
は
、
頑
張
っ
て
普
通
の
労
働
者
な
み
の
労
働
条
件
を
勝
ち
取
ろ
う
や
な
い
か
、
い
う
の
が
三
池
闘
争
の
根
源
で
す
か
ら
ね
。
」27
　
三
池
炭
鉱
労
働
者
の
歴
史
は
、
人
間
回
復
の
た
め
の
闘
い
の
歴
史
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
周
知
の
ご
と
く
戦
前
に
お
い
て
、
囚
人
労
働
に
始
ま
り
、
中
国
人
・
朝
鮮
人
の
強
制
労
働
、
与
論
島
か
ら
の
移
住
者
に
は
差
別
的
待
遇
で
労
働
さ
せ
た
。
戦
後
の
三
池
で
働
い
た
労
働
者
た
ち
も
社
会
的
弱
者
で
あ
っ
た
。
戦
時
中
に
与
論
島
か
ら
移
住
し
て
こ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
者
、
戦
争
で
焼
き
だ
さ
れ
た
者
、
あ
る
い
は
大
陸
か
ら
引
き
揚
げ
た
者
、
戦
後
の
困
窮
の
中
に
い
た
者
は
、
炭
鉱
で
働
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
弱
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
の
課
題
は
、
暴
力
と
差
別
と
を
前
提
と
し
た
非
人
間
的
な
強
制
労
働
の
伝
統
の
充
満
す
る
職
場
を
、
自
己
と
仲
間
の
労
働
条
件
の
改
善
と
い
う
目
標
を
超
え
て
、
人
間
の
た
め
の
労
働
条
件
へ
い
か
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
あ
っ
た
。
　
一
九
六
〇
年
の
三
池
闘
争
は
、
人
間
の
回
復
こ
そ
が
闘
い
の
「
根
源
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
矢
田
氏
は
、
戦
後
大
の
労
働
争
議
と
い
わ
れ
た
一
九
六
〇
年
の
三
池
闘
争
の
若
き
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
矢
田
氏
ら
は
、
一
九
六
〇
年
の
三
池
闘
争
に
お
い
て
は
、
た
し
か
に
敗
北
し
た
。
し
か
し
、
今
と
な
っ
て
は
そ
の
勝
敗
は
大
き
な
意
味
を
も
た
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
明
晰
な
矢
田
氏
は
三
池
闘
争
後
も
人
間
の
回
復
の
闘
い
を
辞
め
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
戦
前
の
囚
人
労
働
、
外
国
人
の
強
制
労
働
と
、
自
ら
も
闘
っ
た
一
九
六
〇
年
の
三
池
闘
争
を
連
続
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
日
中
友
好
事
業
に
携
わ
る
な
か
二
一
世
紀
の
国
際
関
係
に
目
を
開
か
れ
つ
、
か
つ
て
の
外
国
人
の
強
制
労
働
に
対
す
る
慰
霊
を
も
連
結
し
て
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
強
制
連
行
・
強
制
労
働
を
強
い
ら
れ
た
外
国
人
の
犠
牲
者
を
慰
霊
す
る
こ
と
は
、
終
局
、
三
池
闘
争
と
同
じ
く
、
人
間
を
回
復
す
る
闘
い
と
し
て
一
貫
す
る
運
動
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
矢
田
氏
の
思
い
は
、
お
そ
ら
く
小
岱
山
「
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
塔
」
を
完
成
さ
せ
た
深
浦
氏
よ
り
受
け
取
っ
た
も
の
で
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も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
矢
田
氏
ら
の
慰
霊
碑
が
「
悲
し
み
は　
国
境
を
越
え　
こ
に
眠
る
」
と
い
う
冒
頭
の
一
節
を
受
け
継
い
で
い
る
点
か
ら
見
て
も
、
両
者
に
は
同
じ
炭
鉱
マ
ン
と
し
て
共
振
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
大
牟
田
・
荒
尾
地
域
に
流
れ
つ
づ
け
る
ロ
ー
カ
ル
文
化
が
継
承
さ
れ
て
い
る
証
左
で
あ
り
、
完
成
し
た
慰
霊
碑
は
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
発
現
で
あ
ろ
う
。
矢
田
氏
ら
が
立
ち
向
か
っ
た
人
間
回
復
の
た
め
の
闘
争
は
、
三
井
三
池
炭
鉱
の
「
負
の
遺
産
」
の
将
来
に
お
け
る
克
服
の
可
能
性
を
指
し
示
し
、
文
化
的
価
値
の
高
い
財
産
を
生
み
出
す
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
「
負
の
遺
産
」
を
か
え
た
ロ
ー
カ
ル
は
、
深
く
傷
つ
く
ほ
ど
に
、
ま
た
そ
の
苦
し
み
に
正
面
か
ら
打
ち
勝
と
う
と
奮
闘
す
る
ご
と
に
、
高
い
文
化
的
価
値
を
得
ら
れ
る
と
い
う
逆
転
現
象
を
引
き
起
こ
し
つ
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
矢
田
氏
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
後
世
の
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
時
間
の
経
過
と
も
に
存
在
意
義
を
増
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
１　
藪
野
祐
三
『
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
―
国
境
を
超
え
る
試
み
―
』
中
央
公
論
社
、
一
九
五
年
。
２　
市
場
原
理
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
同
様
の
趣
旨
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
平
井
一
臣
編
『
か
わ
り
の
政
治
学
』
（
法
律
文
化
社
、
二
〇
五
年
、
一
五
頁
）
が
あ
る
。
３　
た
と
え
ば
、
筆
者
が
か
わ
っ
た
荒
尾
出
身
の
宮
崎
滔
天
の
上
海
企
画
展
で
あ
る
上
海
孫
文
故
居
記
念
館
「
孫
文
と
日
本
友
人
宮
崎
滔
天
」
展
は
、
二
〇
一
二
年
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
二
年
の
尖
閣
諸
島
そ
の
他
の
問
題
か
ら
日
中
関
係
が
悪
化
し
、
二
〇
一
二
年
内
の
開
催
は
延
期
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
荒
尾
市
と
上
海
市
と
の
調
整
努
力
の
結
果
、
二
〇
一
四
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
同
企
画
展
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
福
岡
大
学
福
岡
・
東
ア
ジ
ア
・
地
域
共
生
研
究
所
編
『
受
託
研
究
「
孫
文
と
日
本
友
人
宮
崎
滔
天
文
物
史
料
展
」
事
業
報
告
書
』
二
〇
一
四
年
三
月
。
４　
前
掲
、
平
井
一
臣
編
『
か
わ
り
の
政
治
学
』
、
一
九
頁
。
５　
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
福
岡
大
学
総
合
科
学
研
究
チ
ー
ム
に
よ
る
「
文
化
資
源
を
め
ぐ
る
地
域
共
生
戦
略
（L
o
ca
l S
u
sta
in
a
b
ility
 S
tra
teg
ies 
o
n
 C
u
ltu
ra
l R
eso
u
rces
）
平
成
二
四
年
四
月
一
日
－
平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
」
研
究
の
一
環
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
、
炭
鉱
労
働
者
の
ラ
イ
フ
研究ノート
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ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
日
時
は
、
二
〇
一
四
年
二
月
七
日
午
後
二
時
か
ら
四
時
で
あ
り
、
対
象
者
は
矢
田
正
剛
氏
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ア
ー
は
筆
者
で
あ
っ
た
。
上
記
研
究
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
お
よ
び
そ
の
他
の
成
果
は
、
研
究
報
告
書
と
し
て
二
〇
一
四
年
度
中
に
福
岡
大
学
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
主
題
と
し
な
い
ロ
ー
カ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
構
造
的
要
因
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
つ
も
り
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
発
表
に
つ
い
て
は
矢
田
正
剛
氏
ご
本
人
よ
り
許
諾
を
得
て
い
る
。
６　
奈
賀
悟
『
閉
山
－
三
井
三
池
炭
鉱
一
八
九
－
一
九
七
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
年
、
五
七
頁
。
田
中
智
子
「
労
働
者
の
特
性
に
み
る
戦
前
の
三
池
炭
鉱
に
お
け
る
労
務
政
策
の
変
遷
と
労
働
者
の
抵
抗
に
関
す
る
考
察
」
『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
社
会
福
祉
学
研
究
科
篇
』
三
七
号
、
二
〇
九
年
。
７　
武
松
輝
男
『
葬
火
不
熄
烟
』
（
復
刻
版
）
、
日
中
友
好
協
会
福
岡
県
連
合
会
、
二
〇
一
〇
年
。
８　
亡
く
な
っ
た
四
名
の
う
ち
上
述
の
武
松
研
究
に
基
づ
い
て
身
元
の
判
明
し
た
四
一
名
の
犠
牲
者
の
名
も
刻
ま
れ
て
い
る
。
慰
霊
碑
に
は
中
国
・
山
西
省
の
黒
御
影
石
を
使
用
し
て
い
る
。
９　
武
松
輝
男
の
研
究
資
料
は
氏
の
逝
去
後
（
二
〇
一
〇
年
）
、
遺
族
の
厚
意
で
大
牟
田
市
に
寄
贈
さ
れ
、
大
牟
田
市
立
図
書
館
で
公
開
の
た
め
整
理
中
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
九
月
よ
り
一
部
公
開
さ
れ
て
い
る
。
武
松
輝
男
は
、
上
述
の
『
葬
火
不
熄
烟
』
の
出
版
の
ほ
か
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
三
池
炭
鉱
田
坑
の
坑
内
火
災
で
中
国
人
三
七
人
が
一
酸
化
炭
素
中
毒
死
し
た
こ
と
な
ど
を
解
明
し
て
い
る
。
二
〇
〇
年
よ
り
お
こ
な
わ
れ
た
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
強
制
連
行
訴
訟
で
、
武
松
輝
男
は
証
人
尋
問
に
立
っ
て
い
る
。
二
〇
一
年
六
月
の
第
十
回
口
頭
弁
論
で
の
武
松
の
証
言
は
、
生
々
し
く
中
国
人
労
務
者
へ
の
差
別
的
待
遇
を
語
っ
て
い
る
。
本
証
言
は
一
五
人
の
中
国
人
原
告
の
証
言
に
く
わ
え
福
岡
訴
訟
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
記
録
し
た
次
の
文
献
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
中
国
人
強
制
労
働
事
件
・
福
岡
訴
訟
原
告
弁
護
団
編
『
過
ち
を
認
め
、
償
い
、
共
に
歩
む
ア
ジ
ア
の
歴
史
を　
中
国
人
強
制
労
働
事
件
の
真
実
』
（
三
訂
版
）
、
リ
ー
ガ
ル
ブ
ッ
ク
、
二
〇
二
年
。
ま
た
福
岡
地
方
裁
判
所
判
決
や
原
告
弁
護
団
声
明
、
原
告
弁
護
団
控
訴
理
由
書
な
ど
は
次
の
文
献
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
中
国
人
強
制
労
働
事
件
・
福
岡
訴
訟
原
告
弁
護
団
編
『
過
ち
を
認
め
、
償
い
、
共
に
歩
む
ア
ジ
ア
の
歴
史
を　
中
国
人
強
制
労
働
事
件
の
真
実
・
別
冊
』
、
リ
ー
ガ
ル
ブ
ッ
ク
、
二
〇
二
年
。
10　
 
「
鉱
山
学
校
と
は
，
三
井
鉱
山
が
経
営
し
て
い
た
専
門
学
校
（
三
年
制
）
で
あ
る
。
中
学
卒
業
後
，
鉱
山
学
校
に
進
学
し
た
学
生
は
炭
鉱
技
術
者
養
成
教
育
を
う
け
，
卒
業
後
は
三
池
炭
鉱
へ
の
就
職
が
保
障
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
鉱
山
学
校
出
身
者
は
職
員
に
昇
格
で
き
る
可
能
性
が
高
く
，
在
職
中
に
夜
間
高
校
や
短
大
に
進
学
し
て
資
格
を
と
り
，
公
務
員
に
な
る
こ
と
も
夢
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
鉱
山
学
校
に
入
学
す
る
と
月
謝
を
払
う
必
要
は
な
く
，
逆
に
会
社
か
ら
賃
金
（
一
九
五
年
・
昭
和
三
〇
年
当
時
で
二
、
五
〇
円
程
度
）
が
支
給
さ
れ
た
。
低
賃
金
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
（
そ
の
た
め
子
弟
を
高
等
学
校
へ
進
学
さ
せ
る
経
済
的
余
裕
が
な
い
）
労
働
者
は
，
子
弟
を
鉱
山
学
校
に
進
学
さ
せ
る
（
教
育
の
機
会
を
あ
た
え
る
）
こ
と
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で
，
自
ら
の
貧
困
生
活
が
次
世
代
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
。
ま
た
，
子
弟
が
鉱
山
学
校
に
進
学
す
れ
ば
，
社
宅
に
継
続
し
て
入
居
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
，
低
賃
金
ゆ
え
に
貯
蓄
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
（
そ
の
た
め
自
分
の
家
を
た
て
た
り
，
借
家
す
る
こ
と
も
ま
な
ら
な
い
）
一
部
の
労
働
者
世
帯
で
は
，
子
弟
が
鉱
山
学
校
に
進
学
す
る
よ
う
勧
め
た
と
い
う
面
も
あ
っ
た
。
」
田
中
智
子
「
戦
後
の
三
池
炭
鉱
に
お
け
る
労
務
管
理
と
労
働
者
の
抵
抗
に
関
す
る
研
究
─
三
池
炭
鉱
が
内
包
し
た
問
題
に
着
目
し
て
─
」
『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要　
社
会
福
祉
学
研
究
科
篇
』
三
八
号
、
二
〇
一
〇
年
、
六
八
頁
。
11　
近
年
の
研
究
と
し
て
は
、
平
井
陽
一
『
三
池
争
議
―
戦
後
労
働
運
動
の
分
水
嶺
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
年
）
が
あ
る
。
12　
 
「
文
化
資
源
を
め
ぐ
る
地
域
共
生
戦
略
」
矢
田
正
剛
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
一
、 
〇
五
：
〇
六
。
13　
同
前
、
一
〇
：
〇
九
。
14　
 
『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
八
二
年
九
月
二
一
日
。
15　
同
前
。
16　
同
前
。
17　
 
「
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
塔
」
は
大
牟
田
市
に
隣
接
す
る
、
荒
尾
市
の
小
岱
山
の
西
峰
の
公
園
「
不
戦
の
森
」
に
あ
る
。
筆
者
も
訪
問
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
道
路
の
整
備
や
清
掃
が
行
わ
れ
て
は
い
る
も
の
、
道
路
の
舗
装
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
初
心
者
が
単
独
で
訪
問
す
る
の
は
困
難
な
場
所
に
あ
る
。
因
み
に
小
岱
山
の
「
三
井
三
池
炭
鉱
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
塔
」
は
、
中
国
で
は
次
の
書
籍
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
尹
『
不
的
明
灯
』
知
出
版
社
、
二
〇
三
年
。
18　
 
『
朝
日
新
聞
』
福
岡
版
、
二
〇
一
三
年
六
月
二
四
日
。
19　
前
掲
、
「
文
化
資
源
を
め
ぐ
る
地
域
共
生
戦
略
」
矢
田
正
剛
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
一
、 
〇
五
：
〇
六
。
20　
同
前
、
〇
六
：
四
七
。
21　
 
『
有
明
新
報
』
「
声
の
ひ
ろ
ば
」
二
〇
一
三
年
七
月
一
日
（
森
保
憲
氏
）
。
22　
 
『
有
明
新
報
』
「
声
の
ひ
ろ
ば
」
二
〇
一
三
年
七
月
六
日
（
稲
村
晴
夫
氏
）
。
23　
同
前
。
24　
大
牟
田
市
監
査
委
員
「
平
成
二
五
年
度　
住
民
監
査
請
求
結
果
報
告
書
『
大
牟
田
市
宮
浦
石
炭
公
園
内
市
有
地
貸
与
等
に
係
る
大
牟
田
市
長
に
対
す
る
措
置
請
求
に
つ
い
て
』
」
二
〇
一
三
年
八
月
二
三
日
。
「
大
牟
田
市
職
員
措
置
請
求
書　
大
牟
田
市
長
に
関
す
る
措
置
請
求
の
要
旨
」
（
二
〇
一
三
年
七
研究ノート
71
月
二
三
日
） 
請
求
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
（1)｢
三
井
三
池
炭
鉱
宮
浦
坑
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
碑｣
建
設
工
事
の
差
し
止
め
を
求
め
る
。
（2）
上
記
工
事
の
た
め
、
大
牟
田
市
が
日
本
中
国
友
好
協
会
福
岡
県
連
合
会
外
二
団
体
と
交
わ
し
た
宮
浦
石
炭
記
念
公
園
内
市
有
地
貸
与
の
取
り
消
し
を
求
め
る
。
」
25　
同
前
。
26　
北
九
州
市
Ｈ
Ｐ
を
参
照
。h
ttp
:/
/
w
w
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k
y
u
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u
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q
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sp
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a
ID
=
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F
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ID
=
859
27　
前
掲
、
「
文
化
資
源
を
め
ぐ
る
地
域
共
生
戦
略
」
矢
田
正
剛
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
一
、
二
：
四
二
。
　
な
お
本
稿
脱
稿
（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）
後
、
二
〇
一
五
年
七
月
五
日
に
三
池
炭
鉱
関
連
資
産
は
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」
と
し
て
世
界
遺
産
へ
の
登
録
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
１
５
Ｊ
０
５
１
７
５
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
